
（3枚目）

（ ）

自:  年　月　日

至:  年　月　日

. . 社:

. . 雇:

. . 社:

. . 雇:

. . 社:

. . 雇:

. . 社:

. . 雇:

. . 社:

. . 雇:

. . 社:

. . 雇:

. . 社:

. . 雇:
1 37

●●県
教育委員会R9 3 31

育児休業任期付講師
 常勤講師

任期付任用　 常勤 有 ・ 無

R8 4 1 △△市立△△中学校
要 ・ 否

有 ・ 無

有 ・ 無

R8 3 31 在家庭
要 ・ 否

有 ・ 無

1 29
●●県

教育委員会R7 3
30
31

臨時講師　 常勤講師 臨時的任用　 常勤 有 ・ 無

R6 4 1 △△市立△△中学校
要 ・ 否

有 ・ 無

1 33
●●県

教育委員会R8 3 30
産休臨時講師

 常勤講師
任期付任用　 常勤 有 ・ 無

R7 4 1 △△市立△△中学校
要 ・ 否

有 ・ 無

R6 3 31 コールセンター事務 派遣社員 有 ・ 無

R5 4 1 （株）〇〇
要 ・ 否

有 ・ 無

有 ・ 無

R7 3 31 在家庭
要 ・ 否

有 ・ 無

R5 3 31 事務職 正社員 有 ・ 無

号給

R4 4 1 （株）☆☆
要 ・ 否

有 ・ 無

給（２）

名　　前 豊能　未来

勤 務 先 等 名 称 教 員 免 許 社 会 保 険 給 料
発令庁

職種、職名等 雇用形態 の 要 否 加入の有無 級

名前(ﾌﾘｶﾞﾅ)

生年月日

採用日 退職日

 
　　　 　　　　. 　　　.

 
　　　 　　　　. 　　　.

雇用形態

勤務形態 □同等である

※雇用形態が正社員以外の

　場合は記入してください。
□同等ではない

具体的な職務内容

給与形態

社会保険
適用の有無

雇用保険
適用の有無

　□事務職　　　　　　　□その他
　□営業職
　□教諭
　□講師(教員免許必要)
　□講師(教員免許不要)

　□月給（日給月給）　　□その他
　□日給（日払い）
　□時間給

□有　　　　　□無

□有　　　　　□無

在　職　証　明　書

　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　日

在職期間

□正社員　□契約社員　□派遣　□パートタイム

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　      　）

正社員の勤務形態と

学校名 職 名 任用形態 勤 務 時 間
教員免許の

必要性
社会保険
の適用

雇用保険
の適用

　
　　.　.

～
　
　　.　.

□正規任用

□臨時的

□非常勤

□任期付任用

□会計年度任用
□（　　　　　）

週当たり

　　　　時間
　　　　分

この職に
教員免許は
□必要
□不要

□有

□無

□有

□無

　
　　.　.

～
　
　　.　.

□正規任用

□臨時的

□非常勤

□任期付任用

□会計年度任用
□（　　　　　）

週当たり

　　　　時間
　　　　分

この職に
教員免許は
□必要
□不要

□有

□無

□有

□無

　
　　.　.

～
　
　　.　.

□正規任用

□臨時的

□非常勤

□任期付任用
□会計年度任用

□（　　　　　）

週当たり

　　　　時間
　　　　分

この職に
教員免許は
□必要
□不要

□有

□無

□有

□無

□正規任用

在　職　期　間

給（３） 在職証明書（公的機関用）

在　職　証　明　書
※公立学校、市役所等用

名前(ﾌﾘｶﾞﾅ) 　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

生年月日 　　　　年　　　　　月　　　　日

【❸職種、職名等欄】

【１】教育公務員の場合（例）

・教諭、養護教諭、講師、産休臨時講師、育児休業任期付講師、非常勤講師、

臨時主事、臨時技師等

【２】上記以外の場合（例）

・事務職、営業職（※）、研究職、販売職等

※営業職の場合で、事務を含む業務である場合は、「営業職（事務含む）」と記載してください。

❹

❸

❹

❶

❶ ❸

「左図の履歴書」 と 「右図の在職証明書」 の番号❶～❽が対照になっています。 「在職証明書」をもとに、令和９年３月３１日までの職歴を１日の空

白期間もなく「履歴書」に正確に記入してください。

【❶在職期間】
■在職期間の終期が３月３１日ではなく３０日に

なっている場合が多いので注意してください。次

の発令が４月１日の場合は、履歴書には３１日の

行をつくり、「在家庭」などを記入する必要があり

ます。

■「在職証明書」をもとに、令和９年３月３１日ま

での職歴を１日の空白期間もなく正確に記入して

ください。

❷ ❺ ❻ ❼

【❸職名】
[例]講師、産休臨時講師、育
児休業任期付講師など

※履歴書に「常勤講師」と記

入する誤りが多いです。在

職証明書のとおりに正確に

書き写してください。なお、履

歴書❸の「職種、職名等」の

欄に記入してください。

【❹任用形態】
[例]正規任用、臨時的、非常
勤、任期付任用など

※履歴書に「常勤」と記入す

る誤りが多いです。在職証明

書のとおりに正確に書き写し

てください。なお、履歴書❹

の「雇用形態」の欄に記入し

てください。

❶

【❶在職期間】

■在職期間の終期が３月３１日ではなく３０日になっている場合が多いので注意してください。次の発令が４月１日

の場合は、履歴書には３１日の行をつくり、「在家庭」などを記入する必要があります。

■在職証明書をもとに、令和９年３月３１日までの職歴を１日の空白期間もなく正確に記入してください。

【❶年月日欄】
履歴書は、令和９年３月３１日に至

るまで、１日も空白なく記入してく

ださい。

【❹雇用形態欄】

【１】教育公務員の場合（例）

・正規任用

・臨時的

・非常勤

・任期付

・会計年度任用

【２】上記以外の場合（例）

・正社員

・契約社員

・派遣社員

・パートタイム
※「職種、職名等」と混同しないように注意してください。

【❷勤務先等名称欄】
学習塾等に勤務していた場合は、法人経

営または個人経営の別を（ ）書きで明記

してください。

【❽級・号給・発令庁欄】
公務員として勤務していた場合のみ記入してくだ

さい。※級・号給が不明の場合は空欄可

P2 参照

❹
❸
❷

❼

❽

【❸職種、職名等欄】※教育公務員の場合の特記事項

[例]講師、産休臨時講師、育児休業任期付講師な
ど

※履歴書に「常勤講師」と記入する誤りが多いです。

在職証明書❸のとおりに正確に書き写してくださ
い。

【❹雇用形態欄】※教育公務員の場合の特記事項

[例]正規任用、臨時的、非常勤、任期付任用など
※履歴書に「常勤」と記入する誤りが多いです。在職

証明書❹のとおりに正確に書き写してください。

❻
❺

❻

❼

履 歴 書 の 書 き 方 記入例・ポイント解説付き【別紙】 説明書 （両面）

給（３） 在職証明書（公的機関以外用）

給（３） 在職証明書（公的機関用）

履歴書３枚目

➑

❷

❺

記入漏れがないようお願いします。



履 歴 書 の 書 き 方 記入例・ポイント解説付き【別紙】 説明書 （両面）

履歴書１枚目

履歴書２枚目

「左図の履歴書」 と 「右図の卒業（修了）証明書」 の番号が対照になっています。 「卒業（修了）証明書」をもとに、「履歴書」に正確に記入してください。

卒業（修了）証明書

学籍番号 3××××

氏 名 豊能未来

生年月日 ○○年○○月

上記の者は本学

○○○○年○○月○○日

××大学（院）長

×
×

大

学

長

印（
院
）

学士（修士号）の学位を取得したこ

××学部××学科を

○○○○年○月○日に卒業（修了）

を証明する。

卒業（修了）証明書

❶

❶

❷

❷

❸

❹

❸
（２枚目）

10 月 8 日 名　前 (自署）

　本書類に記入した事項は事実に相違なく、採用するに相応しくない非違行為が判明した場合、あるい
は、虚偽の記入があった場合には、採用が取り消され得ることについて了承します。
　また、私は地方公務員法第16条及び学校教育法第9条並びに平成11年改正前の民法の規定による準禁治
産の宣告を受けている者（心神衰弱を原因とするもの以外）に該当していません。

令和８年（2026年）

※罰金以上の刑に処せられたこと又は懲戒処分若しくは分限処分を受けたことの有無について、「有・無」のどち
らかにチェックし、「有」の場合は、判決確定年月日等又は処分年月日とその内容（例：平成25年7月　懲戒免職
生徒に対するわいせつ行為）を記入してください。

賞罰

給(2)

６．履歴書記入例

□有・☑無

年　月　日 賞罰歴の内容等

原本を１部作成後、コピーを１部作成する。記入例２

記載漏れに注意

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

〔記入の方法〕

こと）

写

真

三

か

月

以

内

の

も

の

脱

帽

上

半

身

（
給

与

欄

は

記

入

し

な

い

こ

と

）

学 校 名 職　  　名

所属コード

縦４cm×横３cm

給 与 承 認 ・ ・

給（2)

※

こ

の

欄

は

委

員

会

に

て

記

入

人 事

級 号給 金　　額 次 期 昇 給 短 縮 期 間 給 与

2

採 用 承 認 令和 ９ 年 (2027 年 )4 月 1 日

履 歴 書
大阪府豊能地区公立学校教員採用選考テスト合格 校種 受験番号

次 期 昇 給 起 算 日 次 期 昇 給 年 月 日

年 月 日 年 月 日

大阪府/豊能地区

職員番号

現
住
所

〠
名

前

フリガナ 男・女

令和8年 (2026年) 9月 29日 教科

－

旧
名

携

帯 （ ） －
改名年月日

電

話

自

宅 （ ） －
年

学
歴

（
小
学
校
よ
り
記
入

）

期 間
入・編入 実在学 学 校 名 標準修

卒・修・退 年 数 ※学部、学科・課程名も記入 学年数

中学校
3月 日 卒

月 日 入

小学校
6月 日 卒

日 入・編・（　　）

月 日 卒・修・（　　） □昼間学部　□夜間学部　□通信教育　□科目履修生

日 入・編・（　　）

月 日 卒・修・（　　） ☑昼間学部　□夜間学部　□通信教育　□科目履修生

月 日 入・編・（　　）

月 日 卒・修・（　　） □昼間学部　□夜間学部　□通信教育　□科目履修生

有 効 期 限

年

月 日 入・編・（　　）

月 日 卒・修・（　　） □昼間学部　□夜間学部　□通信教育　□科目履修生

日
教育委員会

６．履歴書記入例
記入例１

年 月 日
教育委員会

年 月 日
教育委員会

年 月

日
教育委員会

免

許

状

授 与 年 月 日 免 許 状 の 種 類 教 科 授 与 権 者

年 月

月 日生 （ ）才

日

月 日 入

日

月

月

年 月 日
教育委員会

年 月 日

●小学校入学以後から記入する（途中で転校している場合は、入学校と卒業校の両方を記入）

年 月

年 月

月 日

年

年 月 日

年 年 月

(1枚目）

●大学（または短期大学）卒業見込者の卒業年月日は令和９年（2027年）3月31日とする
●免許状取得見込者の授与年月日は、令和９年（2027年）3月31日とする

●大学（各種専門学校）等の場合は、「昼間学部」「夜間学部」「通信教育」「科目履修」の該当する部分に✓印をつける
　また、「夜間学部」「通信教育」「科目履修」の期間中の職歴等は3枚目に記入（職歴が無い場合は、「在家庭」と記入する

●海外留学により、「大学卒業」、「大学院修了」等の資格を得た場合は、学歴欄に記入する

日

月 日

月 日

教育委員会

この欄は記入しないでください。

原本を１部作成後、コピーを１部作成する。

記載漏れに注意

■学科や課程名の記入漏れが

多いので注意してください。

■卒業（修了）証明書のとおり、

学部、学科・課程名までを正確

に書き写すこと。

※大学院で修士号（博士号）を取得している
場合は「××専攻（修士（博士））」と書くこと。

■（P9参照）

「昼間学部」「夜間学部」「通信教育」「科目履修生」の

該当するいずれかに、☑（チェック）

してください。

卒業（修了）月の末日を記載して

ください（卒業（修了）証明書に記載

の卒業（修了）年月日ではありませ

ん）。

記載漏れに注意

❹


